
 

 

クランベリーを使用したヒト臨床研究について 

 

１． 生物学的利用能 

クランベリージュースは、アスピリンと併用摂取することにより、

アスピリンの生物学的利用能を向上させることが明らかにされ

ています１。 

 

２． 抗酸化 

クランベリージュースの摂取により、血中のポリフェノールレベルとビタミン C レベル

が上昇することが明らかにされています２,3。 

 

３． 血中脂質プロフィール 

研究によりクランベリーはHDL コレステロールを上昇させることが明らかにされてい

ます 4,5。 

 

４． 血小板凝固 

クランベリージュースは、ヒト臨床試験により血小板凝固を阻害することが明らかに

されています 6。 

 

５． 血中グルコースの制御 

近年の研究において、クランベリータブレットの使用により、定期的にタブレットを

摂取する人々における血中インシュリンレベルを低下させたことが明らかにされて

います 7。 

 

上記の研究結果に加えて、下記の研究が現在行われています： 

 

１． クランベリーの使用による食中毒の予防 

２． ロタウィルスに関するクランベリージュースの抗ウィルス効果 

３． 口腔カンジタ症に対する治療の１つとしてのクランベリーの使用（局所処方） 

４． クランベリー物質の使用による腫瘍細胞の治療 
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免責事項：本書に記載した情報につきましては正確であるよう最善を尽くしておりますが、内容についていかなる保証もするものでは

ありません。また、それらの情報の利用によって生じる損害・不利益に対して一切の責任を負うものでもありません。情報はあくまで

記載時点におけるものであり、時間経過により実際と一致しなくなる場合がありますことをご了承ください。 


